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評価項目
摘　　　要
重要度

社会への貢献



社会的ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ(企業信用の増大)



事業競争力強化




・品質向上




・納期短縮




・顧客サービスの向上




・多様化・状況変化への即応性強化
工数削減により、多忙な時期でも立案・修正が可能となり、状況変化に対応した軌道修正ができる。



・その他



システム事業力強化



各業務機能の強化(販売力の強化)
販売方針が徹底し、検討を重ねた販売計画になることにより、末端販売力が強化される。



(　　　　　　　　　)



企業体質の強化(組織・風土に着目)




・会社経営ポリシの徹底
事業方針が具体的に計画に反映しやすくなる。



（対策検討について）
・考えるウエートの増大




・クイック・アクション




・早期・的確なﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ、
ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞの徹底




・総合的(横断的)判断の強化




・部門間の有機的結合
(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ改善)
他部門の計画が検索しやすくなり、計画の関連性をつけやすくなる。



・計画精度の向上
コンピュータの活用により、計算や更新などの精度が向上する。



・業務レベルの安定化（女子・秘伝脱却）
過去のデータの活用などでだれもが計画立案作業に参画でき、ベテラン依存から脱却できる。



・人手依存の少ない身軽な体質
（業務拡大・縮小に強い）




・その他



要員の育成・強化(個人に着目)




・早期育成




・モラールアップ 




・有効活用




・計画・目標に対して行動するﾏｲﾝﾄﾞの強化
計算のやり直し（シミュレート）が可能になるので、納得のいく計画ができる。



・全体志向・目的指向型思考の強化
他システムの計画値が見やすくなるので、全体的な思考が可能となる。



・その他
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